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Ⅰ．緒　言
2019 年 11月9日～ 12日にかけて、和歌山県では60 歳
以上の人々が中心となってスポーツや文化などのイベントで交
流を深める「第 32 回全国健康福祉祭和歌山大会　ねんり
んピック紀の国わかやま2019」（以下、「ねんりんピック2019」
とする）が開催された。ねんりんピックとは、全国健康福祉祭
の愛称であり、「スポーツや文化種目の交流大会を始め、健
康や福祉に関する多彩なイベントを通じ、高齢者を中心とす
る国民の健康保持・増進、社会参加、生きがいの高揚を図
り、ふれあいと活力ある長寿社会の形成に寄与するため、厚
生省創立 50 周年に当たる昭和 63（1988）年から毎年開催」
されている参加型スポーツイベントである（厚生労働省 , n.d.）。
このスポーツイベントには全国から延べ約 56 万人が参加し（ね
んりんピック紀の国わかやま2019 大会実行委員会、2020）、
来県される参加者へ和歌山県の魅力を発信する絶好の機会
となった。この機会を活かし、筆者は、和歌山県福祉保健
部福祉保健政策局ねんりんピック推進課（以下、ねんりんピッ
ク推進課とする）およびねんりんピック紀の国わかやま2019 宿
泊・輸送センター（以下、宿泊・輸送センターとする）と協働
し、大会参加者に提供する観光ツアー開発を目的とした和歌
山大学観光学部生を対象とする実践型教育プログラムを実施
した。なお、宿泊・輸送センターとは、JTB、日本旅行、近
畿日本ツーリスト関西、名鉄観光サービスの4社共同企業体
であり、経験豊富な旅行会社の実務家で構成されている。ね
んりんピック推進課および宿泊・輸送センターの担当者と協議
の上、2018 年度は「ねんりんピック2019 参加者に対する観
光ツアーの開発」、2019 年度は「ねんりんピック2019におけ
る、観光ツアー同行を通じた観光業務の実践」というプログ
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ラムテーマを設定した。
　このようなスポーツツーリストの大会参加に付随する観光行
動は、主目的の観光行動を補完する「サプリメンタル観光行動」
と呼ばれ、全体的な観光高満足を高めることに貢献する（伊
藤 , 2020）。具体的に、伊藤（2020）はスポーツを文脈とし
た以下の3通りのサプリメンタル観光行動を挙げている。
1．「スポーツからスポーツへ」：スポーツ参加や観戦が主目的
な観光客を、異なるスポーツ参加や観戦に誘導する（e.g., 
大阪マラソン参加者を Jリーグ観戦に誘導する）。
2．「非スポーツからスポーツへ」：スポーツ参加や観戦が主目
的ではない観光客を、スポーツ参加や観戦に誘導する（e.g., 
ショッピングを目的に訪日したインバウンド観光客を大相撲観
戦へ誘導する）。
3．「スポーツから非スポーツへ」：スポーツ参加や観戦が主目
的な観光客を、スポーツに関連のない観光行動に誘導する
（e.g., スキー目的で訪日したインバウンド観光客をショッピン
グや観光地巡りに誘導する）。
Nogawa, Yamaguchi, and Hagi（1996）も、スポーツイベント
参加者のイベント参加に付随する観光行動と観光消費の傾向
から、彼らがアクティブなツーリストになる可能性を指摘してい
る。工藤・野川（2004, p. 16）も同様に「スポーツイベント参
加後に、開催地の特産品を土産として購入し、名所・旧跡を
訪れ、郷土料理を味わい、地酒に舌鼓を打ち、温泉で体を
休める等の活動に魅力を感じる参加者も相当数いる」ことを
報告している。国内のスポーツツーリズムだけではなく、国外
のイベント学においても、イベント参加に付随する観光の重要
性が経済効果の視点から以下の通り指摘されている。
「レバレッジ」戦略の目的は、長期間にわたり、イベントか
らより大きな経済的利益を生み出し、それらをより広範囲
に波及させることである。これは、イベント前後の観光の
促進、旅行日程の拡大によるイベント訪問のパッケージ化、
アトラクションとデスティネーション間の共同マーケティング
を通じて実現可能である。（Getz & Page, 2016, p. 365）
レバレッジ戦略の有効性はスポーツツーリズムの文脈でも報告
されており（Chalip, 2006）、スポーツイベント開催都市のさまざ
まな観光アトラクションを組み合わせたバンドリング戦略（Chalip 
& McGuirty, 2004）も同様に注目されている。つまり、サプリメ
ンタル観光行動は、これらのレバレッジ戦略およびバンドリング
戦略を企画立案し、実行するうえで、欠かすことのできないピー
スだと言える。
上記の研究者らが指摘するように、スポーツイベントを開催
する際に、主目的の観光行動を補完するサプリメンタル観光
行動を促進することは、参加者の大会全体の満足および開催
地の経済効果を高めるために重要であると考えられる。特に、
ねんりんピックのような高齢者が参加するスポーツイベントでは、
参加者個人に頼るのではなく、主催者が観光ツアーを事前に
用意することが、効果的であると報告されている（児嶋・伊藤・
吉村・藤森・坂本，2019）。しかしながら、今回のねんりんピッ
ク2019 が、産学官が連携してサプリメンタル観光ツアーを開
発した初のねんりんピックであったように、サプリメンタル観光ツ
アー開発について学術的知見は非常に限られ、実践型教育
プログラムの一環として用いられたという報告はほとんど見当た
らない。加えて、どのようなサプリメンタル観光ツアーがねんり
んピック参加者のツアー満足を高めるかを理論的に明らかにす
ることが学術的ならびに実践的に求められていることが推察さ
れる。そこで、近年スポーツツーリズム研究で注目を浴びる感
情評価理論（Tsai, 2007）を援用して、ツアー参加者の満足
度と心理的経験の関連性について検証することとした。以上
のことから、本実践論文では、①実践型教育プログラムの活
動内容（ねんりんピック2019サプリメンタル観光ツアー開発と
ツアー同行）について報告すること、②ねんりんピック2019サ
プリメンタル観光ツアー参加者のツアー満足と心理的経験の関
連性について明らかにすること、の2点を研究目的とした。
Ⅱ．サプリメンタル観光ツアーの開発とツアー同行について
（研究目的①）
1．2018 年度の活動：サプリメンタル観光ツアーの開発
サプリメンタル観光ツアー開発の具体的な動きは、ねんりん
ピック2019 が開催される1年半以上前の2018 年 4月から始
まった。ねんりんピック推進課および宿泊・輸送センターの担
当者と事前打合せを複数回行い、和歌山大学観光学部の実
践型教育プログラムである地域インターンシップ（LIP：Local 
Internship Program）を活用して、サプリメンタル観光ツアー開
発に興味を持つ学部生を募ることにした。その結果、1回生
1名と2回生8名の計9名が本プログラムに参加することになっ
た。プログラムの始まりとして、宿泊・輸送センターの担当者お
よびねんりんピック推進課や観光推進課の方 に々、ねんりんピッ
クの概要、観光ツアー開発の一般的規則、和歌山県の観光
資源などに関する講義を行っていただいた。その後、参加学
生を3班（紀北、紀中、紀南）に分け、それぞれのエリア
で日帰りツアー4件、宿泊ツアー1件の開発を行うことにした。
夏休み中の2018 年 9月には、各班でねんりんピック推進課お
よび宿泊・輸送センターの担当者と開発ツアー目的地の視察
を実施した。事前に各班で、インターネット検索や和歌山県観
光情報冊子を通して、観光ツアーに組み込む候補地を選出し、
ランチやお土産屋の場所等も踏まえながら、現地視察を行っ
た。その後、現地視察等の結果を基に開発したサプリメンタ
ル観光ツアーを、宿泊・輸送センター、ねんりんピック推進課、
観光課の担当者および筆者に対して発表し、産学官の各視
点からのフィードバックを通し、ツアー内容を洗練させた。最終
的に各班が日帰りツアー2件、宿泊ツアー1件のツアー企画を
開発し、ツアー内容のプレゼンテーションを宿泊・輸送センター、
ねんりんピック推進課、観光課の担当者および筆者に行った。
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実践型教育プログラムを通して開発したサプリメンタル観光
ツアー15 件の中から、宿泊・輸送センターの担当者が、観
光ツアー商品として十分なレベルにある4件を選出し、レイアウ
ト等の微修正を行い、「和歌山大学観光学部　学生提案プ
ラン」としてねんりんピック2019 参加者に配布する観光ツアー
案内リストに掲載した。なお、全体の観光ツアー数は、日帰り
ツアー10 件と宿泊ツアー3 件の計 13 件であり、そのうち4
件が「和歌山大学観光学部　学生提案プラン」となった（図
1参照）。また、その4件のうち2件（ツアーAとツアーB）を
「和歌山大学観光学部学生同行」ツアーとして募集を行った。
図2から図 5には、「和歌山大学観光学部　学生提案プラン」
の実際の募集概要 4件（ねんりんピック紀の国わかやま2019
宿泊・輸送センター，2019）を示した。
2．2019 年度の活動：サプリメンタル観光ツアーの同行
2019 年度に入り、継続型の実践型教育プログラムとして、
1回生 7名と3回生 4名の計 11 名が活動することになった。
3回生の4名は、2018 年度からの継続メンバーであった。ま
ずは、2018 年度と同様、ねんりんピック推進課および宿泊・
輸送センターの担当者から、ねんりんピックの概要や観光ツアー
同行の一般的規則、和歌山県の観光資源などに関する講
義を行っていただいた。夏休み中の2019 年 8月と9月には、
同行予定の観光ツアーAとBの下見をねんりんピック推進課と
宿泊・輸送センターの担当者と共に実施した。ツアー当日の担
当予定の語り部さんにも下見に参加してもらい、同行学生はツ
アー参加者からの質問に答えられるよう準備を行った。しかし
ながら、観光ツアー Bに関しては申込者数が最少催行人数
に満たず、中止となってしまった。そこで、観光ツアーBの代
わりに同行予定ではなかった「和歌山大学観光学部　学生
提案プラン」ツアーCに同行することにした。なお、ねんりんピッ
ク2019の観光ツアーで催行された4プランのうち、3プランが
実践型教育プログラムを通して開発した「和歌山大学観光学
部　学生提案プラン」であった。
　観光ツアーの当日は、同行学生はねんりんピックボランティア
のオレンジのジャケットを着用し、最初から最後までツアーに同
行し、ツアー終了時にツアー参加者を対象とした質問紙調査
を実施した。ねんりんピック2019の閉会後には、ねんりんピッ
ク推進課および宿泊・輸送センターの担当者から全体のプロ
グラムを通したフィードバックをいただいた。そのフィードバック
を踏まえ、本プログラム内容をポスターにまとめ、2020 年 2月
に開催された2019 年度 LIP合同活動報告会にて発表し、2
年間にわたった本実践型教育プログラムを終えた。
3．参加学生のプログラムの評価
下記は本教育型実践プログラムに対する参加学生の評価
（直接引用）である。
・実際にツアープランを考え、県庁の方、［宿泊・輸送セン
ター］の方に話すことは非常に緊張した。話し方、書類
のみやすさ、さまざまな点で講義では得られない経験が
できて良かった。
・観光プランを考えるにあたり、観光地を調べることで和歌
山の観光地に関する知識が増えた。実際に観光プランを
考えるのは初めてでプランを考えることの難しさを知った。
・スポーツツーリズム・スポーツイベントについて学ぶために
和歌山大学に来たので、非常に良い内容のプログラムで
あった。県庁や［宿泊・輸送センター］の方からのフィー
ドバックは実際に働いている方からの目線ということで強く
響いた。他者にプレゼンテーションを行う際の注意点など
の学びを得ることができた。
・これまで和歌山について学ぶ機会が多くあり、今回はそ
れを十分に発揮する機会でもありました。それでも知らな
かった和歌山がまだ多くあり、細かいところや潜在してい
た部分の発見は興味を引きました。旅行に関しての知識
も［宿泊・輸送センター］の方、県庁の方等から直接
指導していただいたり、アンケート結果を提供していただ
いたり、現場で働いている方と接触できたこともより現実を
把握し身を以て実感することができました。また、メンバー
との長期にわたる協働において根拠を持った意見の提示
の大切さや、多方面からのアドバイス・ヒントを生かすこと
を特に重視して考えるようになりました。
・LIPの活動は正解・不正解があるわけではなく多くの人が
1つの目標に向かって同じ目的意識を持って取り組むこと
ができ、自分一人では難しかったこともアドバイスをもらい
ながら進めていくことができ、有意義な時間を過ごすこと
ができました。
・今まで他の授業で観光プランを考えるというのはありました
が、選ぶ場所もインターネットや本を見て気に入った場所
や、評価が高い場所を選んで終了というものが多かった
ように感じます。しかし、今回の LIPでは実際に自分が
担当するエリアを訪れ、それを基に考え、同じ担当エリア
の学生とより良いプラン実現に向けて意見が出し合えたこ
とは非常に良かったです。
・今回の LIP参加で県庁や［宿泊・輸送センター］の方々
の意見を基に実際にツアーを企画することができてより実
践的な力を身につけることができた。また、ツアーを企画
する過程で地域の観光資源の知識不足を感じた。これ
からの授業では観光資源や観光商品作成の知識を深め
て行きたい。
・ねんりんピックの参加者は65 歳以上の方々で、自分たち
とは異なる年齢層のお客さんにどうやって満足していただ
くか、など多くのことを考えながら企画やツアーの下見を
行いました。私たちは日頃観光学について学んでいます
が、今回の様により実践的な体験ができることこそ、LIP
の強みだと感じました !
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図 1　ねんりんピック2019 参加者に配布された観光ツアー案内リスト
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図 2　「和歌山大学観光学部　学生提案プラン」ツアーAの募集概要
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図 3　「和歌山大学観光学部　学生提案プラン」ツアーBの募集概要
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図 4　「和歌山大学観光学部　学生提案プラン」ツアーCの募集概要
以上の参加学生の声より、本実践型教育プログラムが講義
では学ぶことのできない実践教育の場を参加学生に提供でき
たことがうかがえる。特に、産学官連携といった点に関して、
学生の評価は非常に高く、和歌山県庁という官の視点と旅行
会社（宿泊・輸送センター）という民の視点の両側面からサ
プリメンタル観光ツアーの開発に取り組めたことは学生にとって
非常に有意義な学びになったといえる。
Ⅲ  ．サプリメンタル観光ツアー参加者のツアー満足と心理
的経験について（研究目的②）
1．先行研究の検討
　上記の本実践型教育プログラムを通して開発したサプリメン
タル観光ツアーに参加した参加者のツアー満足と心理的経験
の関連性について明らかにすることが、本研究の2番目の研
究目的である。ツアー（旅行）満足と心理的経験、特に感情
面との関連性については数多くの研究が報告されている（e.g., 
林・藤原，2012；Hosany & Gilbert, 2010）。例えば、林・藤
原（2012）は、観光経験や観光動機に関わらず、旅行先で
の高覚醒の快感情（ポジティブ活性）が旅行満足にポジティ
ブに関連することを報告している。この結果に関して、観光
旅行の根本的な意義が日常を脱することにあるため、高覚醒
の快感情が高まることは旅行満足の成立にとって必要不可欠
であるからだと林・藤原（2012）は考察している。
特に、近年では、スポーツツーリズム場面の感情経験として、
Tsai et al.（2006）の感情評価理論が注目を浴びている（伊
藤・彦次・山口，2020；伊藤・山口・高松，2018）。感情評
価理論では、覚醒面の次元から快感情を「高覚醒の快感情
（HAP：High-Arousal Positive）」（e.g., 喜んでいる）と「低
覚醒の快感情（LAP：Low-Arousal Positive）」（e.g., リラック
スしている）の2つのカテゴリに分類している。この分類に関
してはさほど新しい主張ではないが、感情には理想とする感情
（ideal affect）と実際に経験している感情（actual affect）の
2種類が存在するという指摘が、これまでにない感情評価理
論の特有の知見である。理想の感情は文化によって形成され
た個人の嗜好である一方、実際の感情はその場で感じる感
情や特定の事象に対する反応である（Tsai, 2007）。そのため、
前者は特定の文脈とは切り離された目標（goal）となる感情
経験であるが、後者は仕事やレジャーといったさまざまな文脈
によって変化する感情経験である（Tsai, 2007）。また、本研
究に最も関連深い点として、人々は理想の感情と実際の感情
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図 5　「和歌山大学観光学部　学生提案プラン」ツアーLの募集概要
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との間のギャップ（discrepancy）を小さくするために、観光な
どのさまざまな活動に影響することが明らかにされている（Tsai, 
2007）。例えば、理想とする高覚醒の快感情が高い人は、休
暇中に身体的負荷の高いビーチでのジョギングなど、高覚醒
の快感情をもたらしやすい活動に参加する傾向にあることが報
告されている（Tsai, 2007）。
　スポーツツーリズムの文脈で感情評価理論を援用した伊藤ら
（2020）は、高覚醒の快感情を高めるようなエンターテイメン
トを積極的に行っているBリーグ大阪エヴェッサを事例として、
プロスポーツイベント観戦者の理想とする快感情と再観戦意
図の関連性を明らかにしている。階層的重回帰分析の結果よ
り、大阪エヴェッサ観戦者の理想とする高覚醒の快感情が再
観戦意図とポジティブに関連しており、理想の快感情は観戦
者行動を予測する上で、重要な変数であることが指摘されて
いる。また、ねんりんピック2019 同様、参加型スポーツイベント
（サイクルスポーツイベント）を対象とした伊藤ら（2018）は、
参加者の再参加意図・口コミと感情の関連性を明らかにして
いる。彼らも重回帰分析の結果より、理想とする高覚醒の快
感情と再参加意図、およびゴール直後の高覚醒の快感情と
再参加意図・口コミにはポジティブな関連性があることを報告
している。これらの結果も、感情評価理論を支持するものであ
り、スポーツ大会参加者の理想の感情を知ることで、再参加
意図といった将来のスポーツ参加行動をある程度予測できるこ
とを明らかにしている。しかしながら、林・藤原（2012）の研
究は実際（旅行先）の感情、伊藤ら（2020）の研究は理想
の感情、伊藤ら（2018）の研究は理想と実際の感情のみに
焦点を当てているだけで、理想の感情と実際の感情のギャッ
プに着目した研究は見当たらない。Tsai et al.（2006）の感
情評価理論の理解をさらに深めていくためには、理想の感情
と実際の感情のギャップとツアー満足の関連性を明らかにする
ことが求められる。そのため、本実践型教育プログラムを通し
て開発したサプリメンタル観光ツアーの参加者に対し、以下の
質問紙調査を実施した。
2．調査方法
　上述したねんりんピック2019で実施したサプリメンタル観光
ツアーの参加者 160 名（ツアーA31 名、ツアーC39 名、ツアー
J64 名、ツアー L26 名）を対象に、各ツアー終了後に同行し
た学生もしくはツアー添乗員が、直接配布直接回収法を用い
た質問紙調査を実施した。データクリーニング後（欠損値をリ
ストワイズ除去）、74 名の有効回答を以降の分析に用いた。
　質問項目は、ツアー満足 6 項目（林・藤原，2012）、ツ
アー中の高覚醒および低覚醒の快感情各 3 項目（Tsai et 
al., 2006）、理想とする高覚醒および低覚醒の快感情各 3項
目（Tsai et al., 2006）、個人属性（性別、年齢、配偶関係）
を尋ねた。ツアー満足および感情項目については5段階尺度
を用いた。ツアー中の感情については、「以下の6つの感情
を今回のツアーでどの程度感じましたか？」と尋ね、理想の感
情については、「以下の6つの感情を普段の日常生活におい
てどの程度理想的に感じたいですか？」と尋ねた。具体的に
6つの感情とは、高覚醒の快感情である「熱中」、「興奮」、「喜
び」と、低覚醒の快感情である「落ち着き」、「穏やかさ」、「リ
ラックス」であった。
　分析方法として、記述統計（平均値、標準偏差、アルファ
係数）を算出した後、理想とする感情とツアー感情の差を算
出し、両種類の感情のギャップをもとめた。その後、ツアー満
足を従属変数、2種類の感情のギャップを独立変数、性別と
年齢を制御変数とする重回帰分析を行った。
3．結果と考察
　最終サンプルの74 名（ツアーA19 名、ツアーC4 名、ツアー
J38 名、ツアー L13 名）の平均年齢は67.9 歳であり、男性
37 名（50.0%）と女性 37 名（50.0%）であった。配偶関係
については、有配偶が 62 名（83.8%）、死別・離別が 8名
（10.8%）、未婚 2 名（2.7%）であった（無回答 2 名）。記
述統計結果は、表 1に示した。
表 1．記述統計の結果
M SD Alpha
ツアー満足 3.73 0.75 .92
このツアーは期待以上のものだった 3.84 0.81
このツアーを心から楽しむことができた 3.89 0.89
このツアーは自分にとって価値のある経験だった 4.07 0.82
このツアーは払った費用に見合うだけのものだった 3.78 0.91
同じツアー（旅行）に再び行きたいと思う 3.26 0.97
同じツアー（旅行）を友人にも勧めたい 3.55 0.97
ツアー中の高覚醒の快感情 3.55 0.75 .82
熱　中 3.47 0.97
興　奮 3.38 0.82
喜　び 3.78 0.83
ツアー中の低覚醒の快感情 3.46 0.78 .87
落ち着き 3.24 0.87
穏やかさ 3.57 0.81
リラックス 3.58 0.92
理想とする高覚醒の快感情 3.75 0.75 .88
熱　中 3.78 0.76
興　奮 3.57 0.81
喜　び 3.91 0.92
理想とする低覚醒の快感情 3.81 0.77 .92
落ち着き 3.72 0.84
穏やかさ 3.88 0.81
リラックス 3.84 0.84
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　重回帰分析の結果を表 2に示した。分析結果から、理想
とする高覚醒の快感情のギャップとツアー満足にネガティブな
関連性が認められた。言い換えると、理想とする高覚醒の快
感情のギャップが小さくなればなるほど、つまりツアー中の感情
が理想とする感情に近づけば近づくほど、ツアー満足が高ま
ることが明らかとなった。一方で、理想とする低覚醒の快感
情のギャップに関しては、ツアー満足との関連性は認められな
かった。この結果は、調査対象者がねんりんピック2019の参
加者であったためだと考えられる。ねんりんピック2019のような
スポーツイベントに参加するアクティブな高齢者は、サプリメン
タル観光ツアーにも高覚醒の快感情を求め、ツアー中に高覚
醒の快感情のギャップが小さくなることでツアーに満足すること
が示唆された。伊藤ら（2020）の観戦型スポーツイベントと伊
藤ら（2018）の参加型スポーツイベントの研究においても、高
覚醒の快感情の方が低覚醒の快感情よりも、再参加／観戦
意図を予測する上で重要であるという、スポーツイベント参加
者／観戦者の特徴を本研究でも再確認する結果となった。こ
れらの結果から、参加型スポーツイベントの参加者を対象とし
たサプリメンタル観光ツアーのプログラムには、高覚醒の快感
情のギャップを小さくする仕掛けづくりが重要になると考えられ
る。具体的には、今回のツアー JとLでは熊野古道を歩くとい
う、身体的負荷のあるプログラムが組み込まれていた。実際
に、長野・伊藤（2018）は、熊野古道を歩くことで高覚醒の
快感情が上昇することを報告している。また、ツアーAとCで
も、それぞれ紀三井寺や高野山の多くの階段を上り、名所旧
跡を見て回るというプログラムになっていた。今回の参加者は
平均 67.9 歳という高齢者だったことからも、ツアーAとCのプ
ログラム内容でも十分に高覚醒の快感情のギャップを小さくで
きていたのだと考えられる。
表 2．重回帰分析の結果
M SD Beta t-value VIF
性　別 0.17 1.48 1.10
年　齢 0.01 0.08 1.02
高覚醒快感情のギャップ 0.21 0.78 -0.33 -2.48* 1.47
低覚醒快感情のギャップ 0.35 0.96 -0.11 -0.80 1.50
R2 .11*
*p < .05
Ⅳ．結　論
本実践論文では、ねんりんピック推進課および宿泊・輸送セ
ンターの協力を得て実施した実践型教育プログラムにおいて、
①ねんりんピック2019サプリメンタル観光ツアー開発とツアー同
行について報告すること、②ねんりんピック2019 サプリメンタ
ル観光ツアー参加者のツアー満足と心理的経験について明ら
かにすること、の2点を研究目的とした。研究目的①に関して
は、2年間の実践型教育プログラムを通したサプリメンタル観
光ツアーの開発プロセス・ツアー同行内容ならびに参加学生の
プログラム評価を報告した。学生のプログラム評価からもうか
がえるように、本プログラムを通して、講義形式の授業では学
ぶことのできない実践的知識を得られたことが明らかになった。
特に、本実践型教育プログラムでは産学官が連携して、プロ
グラムを実践したことが大きな特徴であった。和歌山県庁の官
の視点（地域目線）だけではなく、旅行会社（宿泊・輸送セ
ンター）の産の視点も踏まえ、学生がサプリメンタル観光ツアー
を開発し、ツアー同行できたことは非常に意義のあるプログラ
ム内容だったと言える。
研究目的②に関しては、学術的視点からサプリメンタル観
光ツアー参加者のツアー満足および心理的経験の関連性につ
いて精査した。感情評価理論に基づくスポーツツーリズム研究
で報告されてきた通り、高覚醒の快感情がツアー満足を高め
るために重要であることが本研究結果においても示唆された。
参加型スポーツイベントのサプリメンタル観光ツアーには、高覚
醒の快感情のギャップを小さくする仕掛けを組み込んだツアー
開発が求められる。マラソン大会などの参加型スポーツイベン
トが全国各地で増加しているが、サプリメンタル観光ツアーの
ように、大会参加だけで終わらせずに、開催地の観光につな
げる仕組みづくりがスポーツツーリズムを通した地域再生・活
性化（Hinch & Ito, 2018）に必要不可欠である。今後は、
和歌山県を開催地に含むワールドマスターズゲームズ関西
2021 が 2021 年 5月に開催される予定である。国内参加者 3
万人、国外参加者 2万人を見込むこの国際的参加型スポー
ツイベントでも、サプリメンタル観光ツアーを通した地域活性化
や文化交流が期待される。
最後に、今回の特集テーマである「地域に学ぶ観光教育・
研究の実践」からうかがえるように、観光教育と観光研究は
地域と密接に関連している。観光の実践の現場は地域であ
り（一部はインターネットなどの仮想空間であるが）、観光教育
とはその現場で貢献できる人材を養成するプログラムのことで
ある。そして、観光研究は、肯定的・否定的な結果に関わら
ず、その現場に役立つ知見や視座をもたらすことを最終目標と
して行われる。重要なことは、地域は多種多様であり、地域
のレベル（e.g., 都道府県 vs. 市区町村）によっても特徴が異
なるということである。ある地域で効果的であった観光教育が、
他の地域ではそうでないことも普通に考えられる。ある地域で
採択された仮説が、他の地域では棄却される可能性も十分に
考えられる。対象となる地域の特徴を理解したうえでの観光教
育と観光研究が求められ、そのような地域というレンズを通し
た教育と研究が、今後の持続的可能な観光開発の一翼を担
うのである。
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